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 HR/MR Engine
Technology Overview

長放電タイプイグニッションコイル

インジェクターから噴射される燃料の粒は、細かいほど空

気とよく混ざって完全燃焼しやすく、炭水素(HC)の発生が

低減します。

HR/MRエンジンでは、インジェクターのノズルプレートを

従来の4孔(内径250μm)タイプから、12孔(内径130μm)

にマルチホール化した微粒化インジェクターに変更。噴霧粒

径を約40%縮小し、噴霧を広範囲へと拡散することで燃焼

効率を高めています。

シリンダー内の混合気には、大量EGRシステムにより大量

に排出ガスが送り込まれるため、着火性が低下します。

これを解決するため、イグニッションコイルの放電時間を長

くすることで着火性を向上。シリンダー内の混合気が不安

定な状態でも、より効率的な燃焼を実現します。
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ノズルプレート (インジェクター先端)

燃焼室まわりのウォータージャケット＊の薄肉化

エンジンは冷却効率を向上させることで、高い圧縮比におけ

る燃焼でもノッキングの発生を防止します。

HR/MRエンジンでは、剛性強度を十分に保持しながら燃焼

室周辺のウォータージャケットの肉厚を従来エンジン比で

およそ25%薄い、約4.5mmに薄肉化。ウォータージャケッ

トの容量を拡大することで、冷却効率を向上させています。

*ウォータージャケット
シリンダーブロックとシリンダーヘッド内部で冷却水を通す通路。
燃焼で発生する大量な熱による部品の変形や焼け付きなどを防ぐとともに、 
適正な燃焼状態を維持します。

M12スパークプラグの採用

サイズ径の小さいM12スパークプラグを採用し、ウォーター

ジャケットの、より自由なレイアウトを可能としています。

これにより一層冷却効率を向上させています。
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冷却効率の向上

燃焼室の冷却効率の向上を図ることで安定した燃焼を実現。高出力と低燃費の両立にも寄与します。
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